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■ 会 長 報 告         大長 昭子君 

だいぶ暖かくなり

過ごしやすくなっ

てきました。 

桜の花が咲き始め

来週満開のようで

す。 

花粉症の皆さんは

あとひと月の我慢です。 

当法人の運営する保育園・発達支援センター

「ガゼルの森」でも、先週土曜日 24日に卒園式

を行い 54名の皆さんが巣立っていきました。 

以前会長挨拶の中で、当法人の働き方改革に

ついて、給与編を話しましたが、本日は残業編を

お話しします。 

残業は申請が原則になっており、3 年前から

定時退社、サービス残業ゼロに取り組んでいます。 

対策は、退社 15分前に音楽を流す、パソコンの

システム化、3S、各職員の仕事の調整等行って

います。 

出勤簿は、各職員が書面で自己管理(出勤日押印、

出勤・退社時間、有給、振休、残業時間)し、

本人が集計したものを上司が各申請書を基に

チェックした出勤簿を月初に社労士に送付、

社労士が給与計算、給与明細(封筒入り)を作成し

法人宛に送付されます。 

上司が確認することで、職員の勤務状況の

把握、管理者の労務管理に繋がっています。 

社労士には、給与計算の他、労基法関係の就業

規則・給与規定・規則等の変更・管理、各関係

機関への届出、法人・職員の相談を受けます。 

法人は、職員採用、退職者対応、労働契約書、

辞令、労務管理を行うのみとなっています。 

6月 24日～27日まで開催される国際大会に、

私が参加します。 

 当クラブを代表して RI会長ノミニーの選出に

参加してきます。 

■ 幹 事 報 告          大塚 高弘君 

・国際第 2620地区より 

2018年 4月ロータリーレートは 1ドル＝104円 

と本部より連絡がありました。 

（参照）3月ロータリーレート：108円 

・英字版 Rotarianが届いております。 

・公益財団法人 米山梅吉記念館より館報が 

届いております。 

・一般財団法人 静岡県サッカー協会より 

ヤングサッカニュースが届いています。 

 

■ 出 席 報 告          仲田 廣志君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

29／42 69.05％ 36／42 85.71％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○青島鉄君 ○大杉君 ○大塚博君 ○河森君 

○菅原君 ○鈴木邦君 ○鈴木舜君 ○鈴木透君 

○土屋秀君 ○仲田晃君 ○村松繁君 石垣君 

江﨑晴君 
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■ Ｐ Ｅ Ｔ Ｓ 報 告                 

 

 

 

島村次年度会長 

 

 

 

 

 

玉木次年度幹事 

 

 

 

3/24（土曜日）に玉木幹事予定者と富士吉田市民

会館に会長エレクト研修セミナーに参加して 

きました。現地は 3日前に季節外れの大雪が降り、

あちこちに雪が多く残る中、自動車で参加の為、

無事遅刻なく予定通りに参加でき良かったです。 

冒頭の星野喜忠ガバナーエレクトの挨拶の中で、

ガバナー輩出クラブの大月ＲＣは小規模（会員数

20 名以下）の為、近隣クラブがそれぞれ担当を

決め、一年間の運営をする新しいスタイルに

挑戦するとの事が印象に残りました。また、本来の

研修セミナーの目的でもありますガバナーの

年度方針をクラブ会長エレクトに対して発表する

場面では、2018-19 年度国際ロータリー会長の

バリー・ラシン会長の年度方針【インスピレー

ションになろう】-ＢＥ ＴＨＥ ＩＮＳＰＩＲＡ

ＴＩＯＮ-を前提に 14 の地区目標が発表され

ました。 

【インスピレーションになろう】とは、「何か

大きなことに挑戦しようと意欲を引き出して

頂きたいのです。」と伝承されました。地区目標は

やはり会員増強・維持が大事で、ロータリーの

公共イメージの向上を図ろうというものが強く

印象に残りました。 

また故高裁ロータリー第 2620地区の運営面では、

11 分区の編成から 8 グループへと変化する旨の

しっかりと説明されました。今までと違うグル

ープで最初のガバナー補佐の村松英昭ガバナー

補佐の排出クラブとしての責任も高まりました。 

最後にロータリーの新しいビジョン声明を通じて、

【私たちは責任あるリーダーとして、世界の

切実な課題を解決するために行動します。】という

ふうに理念目標で締めくくられました。 

■ ロータリーの友紹介      栗原 毅君 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／加茂川君） 


